
広いオープンスペースの暗闇に発光する移動可能なファニ
チャを置き、飲食施設なども導入することで思い思いの落
ち着いた過ごし方ができる公園とします。

夜間のイベントによる光の体験と、集客を周辺へ波
及させる拠点とします。

ベンチなど既存のストリートファニチャも活かしなが
ら照明をリデザインし、夜でも安心して滞留できる歩
道空間を創出します。

交通結節点としての機能を持たせながら、滞留空間を
創出することで人々が交流することのできる広場へと
転換していきます。

プロジェクションマッピングによる道路空間活用
を行い、活発なアクティビティを創出します。

ロータリーを歩行者空間へ転換し、多様な居場所やア
クティビティを創出することで、まちの顔となる駅前
空間を形成します。

通行機能に加えて、駅前広
場を眺める視点場とします。

ビティを創

転換し、多様な居場所やア
ることで、まちの顔となる駅前

。

地域の歴史を象徴する資源として光
で照らし、柵のリデザインなどで親
水性を高めます。

道路面にコートやレーンを
投影することで、スポーツ
活動を誘発

沿道建物と連携しながら、
壁面を活用して広告・サイ
ンの投影

案内サインや歩行者の誘導
レーンを投影し、混雑時の
人流を円滑化

三河安城のオープンスペース（広場、公園、道路）

三河安城には、豊富なオープンスペースが広がっており、
広くて自由度の高い空間であることから、遊び手同士の接
点の場としてポテンシャルが高い空間です。しかし、現状
では画一的な高所からの照明で照らされており、夜間の滞
在環境・居心地は良くありません。

まちの運営者

遊び手候補現状の遊び手

そこで、まちの運営者が、「つかう .meet」を始めとする現
状の遊び手と、まちに訪れる新たな遊び手候補との接点をつ
くり、デザインする仕組みを提案します。

「マチナカ」で活動をしている人々は、そのマチ
の魅力を作り出す一つの大きな要素です。三河安
城では、「つかう .meet」等の活動によって、マ
チの遊び手が集まっています。また、今後多目的
交流拠点（アリーナ）の完成により、より多くの
人が三河安城に訪れることが想定されます。

みんなで使い続けたくなるまちにするためには、
「つかう .meet」が提供する場で遊ぶ人々と、こ
うした三河安城に訪れる人との間で接点をつく
り、遊び手を増やしていくことが必要です。

遊び手候補との接点を、夜の
オープンスペースでつくるこ
ととします。接点の交流効果
をより高めるために、2種類
の場「 」と「

」を作ります。それ
ぞれの場では、周辺の環境特
性に応じて、光の環境・その
場で滞在する人々の姿勢やス
タイル・明るさを異なる方針
でデザインすることで、場の
性格づけを行います。
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そのため暗さの中で明るさ ( 光 ) をコ
ントロールし、遊び手候補が主体的に
遊べるような空間をデザインする必要
があります。

高所からの画一的な照明 がらんとした空間

：公園・広場
：対象区域
：必須提案場所

：青空駐車場
：道路

空間・場・機会の提供

遊ぶ

オープン
スペース
が豊富

広さが目立つ画一的な空間

遊びの場とし
てポテンシャ
ルが高い

遊び手や遊び手候補が出会える 遊び手や遊び手候補の仲を深められる

夜は、暗さゆえに周囲の人の存在があいまいになり、自分の
領域を確立しやすくなるため遊びといった主体的な利用を促
す可能性があります。

低い位置の照明で、落ち着きた
い人や地域の人のための「馴染
みの場」としての雰囲気を演出

個別に光るファニチャーにより、人数に応じ
たヒューマンスケールな馴染みの場を創出

既存のベンチなどに低い位置での
照明を導入し、ストリートに向け
て座ることで出会いの機会を創出

大きな笠屋根は、空間内に光を拡散する機能によって照
明や日光をコントロールし、光に包まれた空間を創出

駅前広場はロータリーを廃止
したサンクンガーデンへ転換

明治用水を開渠化し、滞在空間
を作ることで高い親水性を実現

照明実験 照明
改修

ロータリー
閉鎖実験

広場
改修
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三河安城駅周辺に豊富に存在するオープンスペースのうち、人々が往来する
ストリート空間を「出会いの場」、人々が滞留する公園・広場・施設の空間
を「馴染みの場」として位置付けます。

それぞれの「出会いの場」「馴染みの場」では、まちの遊び手たちの活動拠
点「遊び手BASE」を整備し、遊び手を支える様々な機能を担います。

駅前広場のロータリー廃止や交通体系の再整理を行い、「出会いの場」とな
るストリート空間を歩行者空間へと転換していき、「馴染みの場」であるオー
プンスペースと回遊しやすい歩行者環境を形成します。

実現に向けては、プレイスメイキングの活動
を強化する第１期、アリーナを契機とした来
訪者の増加後、出会いの場を整備する第２期、
馴染みの場を整備する第３期、まちなかが成
熟していく第４期に分け、段階的に整備して
いきます。特に照明改修・光環境の創出に関
しては、事前に社会実験を行い、効果を検証
しながら本整備を進めていきます。

夜のまちづくり活動は三河安城駅周辺で先行して実施
し、マチナカパートナーシップの運営ノウハウや人的
資本の蓄積を活用し、安城市の三河安城以外のマチナ
カ拠点区域（JR安城駅、新安城駅、桜井駅）でも地
域に合った形でパートナーシップを展開します。

三河安城の環境をより魅力的にするため、照明を含む公共空間設
備の設置・管理、公共空間再整備時のデザイン協議の運営を行う
「マチナカパートナーシップ」を設立します。広告や不動産所有
者からの分担金、イベント使用料、ふるさと納税などを資金源と
しつつ、高質な公共空間を形成し、マチナカを活性化させます。

「遊び手」は、マチナカの様々な空間を使って、自分たちの思い思いの活動をする人々のことを指します。
三河安城の駅前で「光」を使いながら、遊び手のつながりを広げていくことを提案します。　

駅前とアリーナを結ぶ安城幸田線では、プロジェクションマッピングを活用
し、ストリートを活用した多様なアクティビティを誘発することで、まちで
活動する人と来訪者とが出会う機会を創出します。

旧東海道の歴史資源を照らし
個性ある夜の景観を作り出す
マチナカ拠点

商店街の個店と連携しながら、
夜の賑やかな光環境を作り出す
マチナカ拠点

田園や河川などの自然資源と
調和した光環境を作り出す
マチナカ拠点

個性ある各拠点に、それぞれ
異なる光の方針を設定し、
夜間の回遊を形成

照明
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照明・
活動実験

着工 完成

事業者出店実験

照明実験

改修 指定管理スタート
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プレイスメイ
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マチナカパートナーシップの
活動は負担を伴いますが、リ
ターンが提供されるような制
度設計を行います。

パブリックビューイングや用水へのプ
ロジェクションマッピングといった光
の操作によってアクティビティを創出

広場一体を見渡せる
眺望の場から、様々
な活動が見える

路上植栽への手入れなどに参加する機会を創出し、
活動を見える化することで遊び手同士をつなぐ

本計画では、照明の高さに
よって落ち着き感が変化す
るという性質に着目し、ス
トリート空間や公園・広場・
施設の空間において、「光の
高さ」と「人の活動」を操
作することによって、「出会
いの場」と「馴染みの場」
をつくります。

道路面にバスケットコートを
投影し、さらに高い位置から
の照明で照らすことによって、
誰もが気軽に参加できるアク
ティブな場を創出します。

ストリート空間の園芸と、人
の顔が見える高さの照明が一
体となった空間によって、通
行人とのコミュニケーション
が生まれる場を創出します。

公園や広場のベンチの下に組
み込んだ、ベンチと一体となっ
た間接光により、偶発的な出
会いから交流を深められるよ
うな場を創出します。

光る可動式ファニチャーを公
園や広場に設置することに
よって、遊び手が思い思いの
空間をつくり、親密度を高め
られるような場を創出します。

ストリート空間

公園・広場・施設の空間

高

低

出会いの場 馴染みの場

ストリート空間

低

地域の歴史を伝える明治用水
を光で照らし、資源を可視化

透過性の高い柵を設ける
ことで高い親水性を実現

行為に応じた色温度、照度の可変性
によってパーソナルスペースを確保
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… 駅を日常的に利用
… 新たにできる多目的交流拠点を利用
… 駅周辺に立地するホテルで宿泊
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